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研究成果の概要（和文）：松竹大谷図書館・川喜多記念映画文化財団など国内各所で小津安二郎直筆資料および
関連資料の閲覧を行い、関係者へのインタビューを行った。これらの調査結果を集約し、2018年現在、現存する
小津安二郎直筆資料群の全体像を把握することができた。一方、各データと映画制作時期とを照合する作業は継
続中であり、今後の課題となる。

研究成果の概要（英文）：Through the study and investigation on the documents at Shochiku Otani 
Library, Kawakita Memorial Film Institute and others and interviews in Japan, we could capture the 
entire picture of autograph manuscripts of OZU Yasujiro. The analysis of these data is ongoing.

研究分野： 表象文化論
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１．研究開始当初の背景 
 
小津安二郎とその映画については、従来は

映画を丹念に「見る」ことから多数の論考が
重ねられてきた。国内外で多数の著書が刊行
され、小津とその作品をめぐっては、いまも
多数の関心が寄せられているといえる。ただ
し、これらの議論では映画の分析が主題とな
り、一次資料が言及されることはほとんどな
い。 
小津安二郎監督作品の一次資料について

は、これまでに田中眞澄を中心として丹念な
調査が重ねられてきた。しかし 2015 年現在、
新たに確認された資料や調査途上のものが
ある。改めてこうした一次資料に注目すると、
どのようなことがみえてくるだろうか。 
 
２．研究の目的 
  
以上の状況をふまえ、本研究では、小津自

身による「直筆ノート」や日記、台本へのメ
モ書き、絵コンテなどの直筆資料を対象とし
て、戦前・戦後にわたり小津監督作品がいか
に成立していったのか、その過程をたどるこ
と、またそのために必要な環境を整えること
を試みる。本研究は資料を収集・精査し、従
来の通説に検証を加える。この点が、従来の
研究とは一線を画す本研究の特色といえる。 

 
３．研究の方法 
 
 本研究は、小津安二郎一次資料に関して、
初めて網羅的な資料調査を行い、小津監督作
品および同時代の映画制作の状況を多面的、
立体的に把握することを目的としている。以
上を達成すべく、主に次の 3 点から研究を進
める。 
 

① 川喜多記念映画文化財団、松竹大谷図
書館をはじめとして、国内に所蔵される
小津安二郎関連資料の閲覧を進める 

② 上記調査結果についてリスト化する 
③ 収集した情報を検討し、書籍や伝記な
どからは判明し得ない情報に関しては、
資料委託者、小津映画関係者の協力を得
ながら分析・検討を加える 

 
以上の網羅的な資料調査に基づき、小津と

その作品についての通説を検証する。また、
映画と原作、作家とのネットワークについて、
事例を挙げて解明することを試みる。最終年
度には国内および国外主要都市において、研
究・調査の成果報告を行う。 
 
４．研究成果 
 

松竹大谷図書館・川喜多記念映画文化財
団などで小津安二郎直筆資料閲覧を行い、
関係者へのインタビューを行った。これら
の調査結果を集約し、全体像を把握するこ
とができた。各データと映画制作時期とを
照合する作業は継続中であり、今後の課題
となる。 
研究発表では、とりわけ海外（アメリカ、

シンガポール、カナダ）での質疑応答にお
いて、これら資料に関心が集まった。今後、
データをアーカイブ化し、他の研究者とも
情報を共有し研究を進める体制を整えてゆ
くことも課題となる。 
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